
配布期限２０１３年(平成２５年)８月３日 

☆☆☆8/3(土)無料講演会・お気軽にお申込み下さい！！☆☆☆ 

認知症と平穏死 
～～～～ここのの長長寿寿社社会会  健健ややかかにに  安安ららかかにに～～～～  

 日本尊厳死協会副理事長 長尾和宏医師 
高高齢齢者者人人口口がが３３００００００万万人人をを、、  

そそししてて認認知知症症のの人人がが３３００００万万人人をを突突破破ししたた。。  

すすななわわちち１１００人人にに一一人人がが認認知知症症のの時時代代ににななっったた。。  

７７００００人人をを看看取取っったた町町医医者者がが本本音音でで語語りりまますす。。  

                                                                                      

日時：２０１３年８月３日（土）１４時～１６時  会場受付:１３時３０分～  

場所：とよなか男女共同参画推進センターすてっぷホール(エトレ豊中５階) 

住所：豊中市玉井町１ -１ -１ -５０１    

  ☆阪急豊中駅下車、南改札口すぐ (阪急梅田駅より急行で１１分 ) 

入場：無料  会員でない方も参加できますので、ぜひお申込みください。 

定員：１２０名  

申込：事前予約制 電話・ＦＡＸ・メールで氏名・人数を予約してください。 

連絡先：尊厳死協会関西支部事務所 TEL. 06-4866-6365  FAX.06-4866-6375   

講師：長尾 和宏（一般社団法人日本尊厳死協会副理事長・関西支部長） 

長尾クリニック院長、医学博士、多数の学会に所属、日本ホスピス在宅ケア研究会理事など数多く

の団体の役員を兼任 《長尾和宏オフィシャルサイトより》 

公式ブログ http://www.nagaoclinic.or.jp/doctorblog/nagao/ 、朝日新聞医療サイトにて連載中 

   著書：ベストセラー『平穏死１０の条件』（‘１２年 ７月 ブックマン社） 

      『胃ろうという選択、しない選択』（’１２年１２月 セブン＆アイ出版） 

「平穏死」という親孝行 （’１３年２月 アース・スターエンターテイメント）他多数 

主催：一般社団法人日本尊厳死協会関西支部 http://www.songen.ks.jp/ 

〒532-0003 大阪市淀川区宮原 4－1－46 新大阪北ビル 702 

TEL. 06-4866-6365  FAX.06-4866-6375  E-mail: kansai@songenshi-kyokai.com 

 

後援：とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ 

          指定管理者 一般財団法人とよなか男女共同参画推進財団 

後援：公益財団法人 とよなか国際交流協会 

http://www.nagaoclinic.or.jp/doctorblog/nagao/


一般社団法人 日本尊厳死協会：設立 １９７６年 

１．目的：健やかに生きる権利、安らかに死ぬ権利を守る事ができる社会の実現をめざして尊厳死 

思想の理解と普及をはかり、ひろく市民の人権の確立とその尊重に寄与する。（定款第３条） 

  説明：医学の進歩はとどまるところを知らず、特に延命措置の技術的進歩は多くの命を救い、長

寿時代の実現に大きく貢献してきた。しかし、あまりにも進んだ延命措置は不治、末期ある

いは回復不能の持続的植物状態などにおいて、かえって苦痛を強制し、尊厳ある生を冒す場

面が多く見られるようになった。本来、苦痛を除くのが医学の使命であるのに、本人の意思

に反して苦痛を強制する無意味な延命措置を強行することは許さるべきではない、と考える。 

２．現況： 

（１） 本部：東京都文京区本郷 2-29-1-201 

（２） 支部：９（北海道・東北・北陸・関東甲信越・東海・関西・中国・四国・九州） 

（３） 会員：（‘１３．４月現在）１２５，５３５人（関西：１８，２２３人） 

（４） 受容医師：１，１５５人（‘１３．１） 

 

尊厳死の宣言書（リビング・ウイル Living Will）： 

私は、私の傷病が不治であり、かつ死が迫っていたり、生命維持装置無しでは生存できない 

状態に陥った場合に備えて、私の家族、縁者ならびに私の医療に携わっている方々に次の要望

を宣言いたします。 

この宣言書は、私の精神が健全な状態にある時に書いたものであります。 

したがって、私の精神が健全な状態にある時に私自身が破棄するか、または撤回する旨の文書

を作成しない限り有効であります。 

① 私の傷病が、現在の医学では不治の状態であり、既に死が迫っていると診断された場合に

は、ただ単に死期を引き延ばすためだけの延命措置はお断りいたします。 

② ただしこの場合、私の苦痛を和らげるためには、麻薬などの適切な使用により十分な緩和

医療を行って下さい。 

③ 私が回復不能な遷延性意識障害（持続的植物状態）に陥った時は生命維持措置を取りやめ

て下さい。 

 

 以上、私の宣言による要望を忠実に果たしてくださった方々に深く感謝申し上げるとともに、

その方々が私の要望に従って下さった行為一切の責任は私自身にあることを付記いたします。 

 

 

一般社団法人 日本尊厳死協会 関西支部 

〒532-0003 大阪市淀川区宮原 4-1-46 

 新大阪北ビル 702 
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